
令和 5 年度 第 2 愛心こども園全体の評価 

 毎年、年 2 回（7 月、2 月）職員による自己評価を行い、園内勉強会にて自己の保育の

実践について、乳児の領域 3 つの視点、満 1 歳児以上からの「5 領域」を理解し、指導に

あたっているか、また、玉重福祉会の組織について理解をしているか等、職員一人ひとり

の評価、反省をもとに、個の課題改善が保育を高め、子どもの成⾧が豊かになるよう全職

員で話し合いを持ちました。  （下記の表に評価、取組み状況及び課題記載） 

更に子ども達の健やかな成⾧を願い、家庭と園とが連携を図り、子どもの育ちを理解し

合えるよう「保護者アンケート」も年 2 回実施しています。保護者からの様々な声をもと

に、気づきを得て、改善につなげる事や、多くのご理解や感謝のお言葉なども頂き、職員

一同励みになっています。今後も「教育・保育」の向上及び職員の資質向上に努めていき

たいと思います。 
※「保育所保育指針」の第４章 保育の計画及び評価に保育士等と保育所の自己評価が 項目 努力

義務として示されています。 ※ 自己評価の項目・評価（A/B）・取組み、状況及び課題 

自己評価の項目 評価 取組み状況及び課題 

1.組織について 

【5 項目】 

A ・ほぼＡ評価に近い。毎月行う園内勉強会にて保育理念方針等を共通理解

をしている事と、新年度に各自で就業規則などの確認を行っている。 

2.保育実践について 

【11 項目】 

 

 

Ｂ上 ・指導計画を作成する時に、年間計画を確認せず立案していた。→ＩＣＴ

化に伴い、タブレットに慣れず進めていたことが原因。後期より紙面に

出し、チェックする事で改善。また、幼児理解について、園内外の研修

を積み重ねながら経験年数に偏らず、指導計画がきちんと作成できるよ

う、人材育成を続けることを課題としている。（主幹・副主幹が新人の

育成を行う事として明確化する） 

・行事の取り組みでは、慌てることがあった。→見通しを持ち、計画的に

行うよう話し合う時間を確保。（時間の管理を意識する） 

・マニュアルに目を通すことが弱い。→災害、避難等のマニュアルは次年

度より園内勉強会の前半月に読み合わせを計画していく 
３.保護者支援について 

【5 項目】 

Ｂ上 ・コロナ等の感染症も落ち着き、前半期は保護者との関わりに不慣れな職

員も見られたが、子どもを通しての育ちの共有を持つことで、後半期は、

信頼関係を築けるよう努めた。保護者が子育てについて、気軽に園に相談

できるように日頃から保護者とのコミュニケーションを意識することを共

通認識のもと対応し、子ども一人ひとりの家庭生活の理解を深められるよ

うにしている。（個人面談等を通して対応） 

・食育の面で、保護者への情報発信が前半弱かった→家庭での状況を把握

し無理なく食べることが楽しい、元気な体を作る等、発信を強化しながら

保護者の支援をしていく 

 



        

4.職員との関わり 

【5 項目】 

 

B ・伝えたつもりがしっかり伝達されていないことが多かった。報告・連絡・

相談・確認までするように共通理解をできる体制を整えていく。また、自

分の思いがうまく言えずコミュニケーション力が課題という職員もいた。

園全体で体制を整え、「チューター制度」も活用し「話しやすい雰囲気」

作りを心掛け迅速に対応をしていきたい。（マネージメント） 

5.自己の向上について 

【4 項目】 

A ・園外研修を積極的に受講する職員が多かったことは良かった。短時間勤務

の職員に関しても、園内で受講できるオンライン研修に参加、少なくても

平均年 3～４回は受講できていることも評価できる。また専門性を高める

ためのキャリアアップ研修を該当する職員が積極的に受講している。次年

度は、是非その専門性を発揮できるよう園全体で体制を整えていきたい 

 

・保護者アンケートを通して 
第１回前期アンケート 

令和５年９月実施 【90％の回答】 

※アンケート用紙を配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回後期アンケート 

 令和６年２月実施 【92％の回答】 

※初めてコドモンからの「アンケート

配信」実施 

 スマホによる回答の為、時間、場所

問わず保護者の回答率が上昇した。 

また、集計も自動計算の為、時短に

もなった。 

【前半期】 

① ＩＣＴを導入し、各クラスのドキュメンテーションにばらつき感が見ら

れることがある。        

②カレンダー機能をもっと活用して欲しい。 

③子どもの休みの連絡を入れたのに、職員間で伝達がうまく伝わっていない

時があった。 

改善点①②については、職員会議で話し合い、どのクラスも同じ対応ができ

るようにした。カレンダー機能も担当を決め対応に努めている。③について

は、事務員とクラス担任との報告・確認ができるように行う。 

【後半期】 

① 登降園時の駐車場の様々な案件について注意喚起をしてほしい 

改善点→即、保護者向けに駐車場利用時の細心の注意事項を配信。また、学

童側駐車場の修繕工事を早急に対応する。 

【評価】 

★ 園⾧先生をはじめ職員一人ひとりが笑顔で気持ちよくあいさつを行

い、こどもの名前を呼んでくれて、担任以外の職員からも園での様

子を教えてくれるので嬉しい。 

★この園に預けることができてうれしい。保育環境も大変良い。隣接し

ている「めーばる公園」は、マラソンをしたり散歩をしたりと日頃の

保育が充実していると感じる。 

 

 

                                【掲示期間】令和６年４月２２日～４月３０日 


